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第１章 子ども・若者の生活 

１ 居住地 

（1） 居住地の好意度 

問１ あなたは、現在住んでいるところが好きですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

居住地の好意度は、「好きである」の割合が 40.3%となっており、前回の平成 22 年度

調査と比較すると、2.2 ポイント減少しているものの、「まあ好きである」（44.0%）と合

わせると、84.3%が『好き（計）』と回答しており、過去３回の調査では最高となってい

る。 

 一方、「あまり好きではない」（5.8%）と「きらいである」（1.0%）を合わせた『きらい

（計）』は、6.8 ポイントと、前回の調査とあまり変化していない。 

 区別でみると、どの区も 75%以上が『好き（計）』と回答しており、なかでも【中原区】

が 89.0%と最も高い。 

 居住年数別でみると、年数が長くなるほど好意度が高い傾向にあり、15 年以上の居住

者では 9割近くが『好き（計）』と回答している。 

 

 

 

 

好
き
で
あ
る

ま
あ
好
き
で
あ
る

ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い

あ
ま
り
好
き
で
は

な
い

き
ら
い
で
あ
る

無
回
答 好

き
（

計
）

き
ら
い
（

計
）

　　　 ｎ (%)

今回調査   （618） 84.3 6.8

平成22年（1,094） 80.5 6.7

平成17年（1,313） 77.3 11.1

好き（計） きらい（計）

40.3 44.0 7.8 5.8

1.0

1.1

35.9 41.4 11.0 9.3

1.8

0.6

42.5 38.0 9.9 6.1

0.6

2.8
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○居住地の好意度（区別／居住年数別） 

 

 

 

 

 

好
き
で
あ
る

ま
あ
好
き
で
あ
る

ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い

あ
ま
り
好
き
で
は

な
い

き
ら
い
で
あ
る

無
回
答

好
き
（

計
）

き
ら
い
（

計
）

ｎ (%)

77.6 11.8

78.9 7.0

84.6 6.6

83.3 6.7

78.4 11.8

89.8 2.3

89.2 6.2

好き（計） きらい（計）

区

居
住
年
数

83.3 9.5

86.6 6.0

6.784.0

4.786.8

84.3 6.8

5.989.0

5.180.8

6.383.6

50.0 

38.6

46.6

36.3

42.5

30.0 

34.7

27.6 

40.4 

42.4 

48.4 

44.3 

53.3 

49.3 

9.2 

12.3 

5.1 

8.8 

6.6 

7.8 

8.0 

10.5 

7.0 

5.1 

4.4 

4.7 

5.6 

5.3 

1.3

0.8

2.2

1.1

1.3

1.3

1.8

1.9

2.2

1.3

川崎区（76）

幸区（57）

中原区（118）

高津区（91）

宮前区（106）

多摩区（90）

麻生区（75）

28.2 

29.4 

42.9 

37.3 

43.0 

43.2 

60.0 

52.6

49.0 

40.5

49.3

40.6

46.6

29.2

12.8 

9.8 

7.1 

7.5 

7.0 

5.7 

4.6 

5.1 

11.8 

7.1 

3.0 

5.5 

1.1 

6.2 

2.4 

3.0 

0.8 

1.1 

1.3

3.1

2.3

1 年未満（78）

1 ～3 年未満（102）

3 ～5 年未満（84）

5 ～10年未満（67）

10～15年未満（128）

15～20年未満（88）

20年以上（65）

40.3 44.0  7.8 5.8

1.0 

1.1全 体（618）
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（2） 居住地が好きな理由 

【問１で「好きである」「まあ好きである」と回答した方への質問】 

問１① その主な理由は何ですか。（○は１つだけ） 

 

 

  

居住地が好きな理由は、「住みなれたところだから」が 31.7%と最も高く、次いで「交

通機関が便利だから」（31.3%）、「日常生活が便利だから」（23.8%）、「友達がいるから」

（14.2%）の順となっている。過去の調査結果と比較すると、「交通機関が便利だから」

と「日常生活が便利だから」という理由が増加傾向にあり、その一方で「自然環境がよ

いから」という理由が減少傾向にある。 

 区別でみると、「住みなれたところだから」の割合は、【麻生区】で 50.8%、「交通機関

が便利だから」の割合は、43.8%の【中原区】が最も高くなっている。 

 居住年数別でみると、【１年未満】の居住者は、「交通機関が便利だから」という理由

が最も多く、【１～３年未満】になると「日常生活が便利だから」、【５～10 年未満】に

なると「住みなれたところだから」という理由が増えていき、【10～15 年未満】以上で

その割合が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

自
然
環
境
が
よ
い

か
ら

交
通
機
関
が
便
利

だ
か
ら

日
常
生
活
が
便
利

だ
か
ら

住
み
な
れ
た
と
こ

ろ
だ
か
ら

整
っ

た
教
育
・
文

化
施
設
が
あ
る
か

ら 地
域
住
民
と
の
連

帯
感
が
強
い
か
ら

友
達
が
い
る
か
ら

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

　   　　 ｎ (%)

今回調査    （521）

平成22年     （881）

平成17年（1,015） 8.1 20.7 14.4 37.0 0.5

0.3

10.0

1.4 1.6

6.1

7.6 24.6 15.3 38.7 0.5

0.6

10.3

0.7 1.1

0.6

5.4 31.3 23.8 31.7 1.2

0.2

14.2

0.6 1.0

0.8
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○居住地が好きな理由（区別／居住年数別） 

 

 

 

 

 

 

自
然
環
境
が
よ
い

か
ら

交
通
機
関
が
便
利

だ
か
ら

日
常
生
活
が
便
利

だ
か
ら

住
み
な
れ
た
と
こ

ろ
だ
か
ら

整
っ

た
教
育
・
文

化
施
設
が
あ
る
か

ら 地
域
住
民
と
の
連

帯
感
が
強
い
か
ら

友
達
が
い
る
か
ら

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

(%)
ｎ

区

居
住
年
数

4.4

1.9

1.3

4.3

13.3

14.3

28.8 

31.1 

43.8 

32.5 

22.8 

36.0 

14.3 

30.5 

33.3 

30.5 

24.7 

21.7 

16.0 

11.1 

35.6 

28.9 

19.0 

32.5 

39.1 

24.0 

50.8 

1.3

4.3

1.6

1.3

5.1 

2.9 

5.2 

4.3 

8.0 

3.2 

2.2

2.2

1.0 

2.6

1.1

1.6

1.0 

1.3 

3.2 

川崎区（59）

幸区（45）

中原区（105）

高津区（77）

宮前区（92）

多摩区（75）

麻生区（63）

14.3

7.5

5.7

3.4

2.8

2.5

3.4

41.3

33.8

35.7

32.8

27.1

27.8

20.7

27.0 

40.0 

38.6 

22.4 

15.9 

8.9 

17.2 

6.3 

8.8 

15.7 

31.0 

43.0 

57.0 

55.2 

1.6

3.8

3.4

1.6

1.6

2.5

2.9

6.9

8.4

3.8

1.7

3.2

1.3

3.2

1.3

1.4

0.9

1.3

1.9

1.7

1 年未満（63）

1 ～3 年未満（80）

3 ～5 年未満（70）

5 ～10年未満（58）

10～15年未満（107）

15～20年未満（79）

20年以上（58）

5.4 31.3 23.8 31.7 1.2

0.2

4.2

0.6 1.0 

0.8全 体（521）
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（3） 居住地がきらいな理由 

【問１で「あまり好きではない」「きらいである」と回答した方への質問】 

問１② その主な理由は何ですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

居住地がきらいな理由としては、「その他」の割合が 35.7%と最も高く、前回の平成 22

年度の調査と比較すると、20.8 ポイントも増加しており、その内容は、「治安の悪さ」、

「騒音」、「商店がない」などがあげられた。また、その他のきらいな理由としては、「交

通機関が不便だから」（21.4%）や「日常生活が不便だから」（11.9%）などの割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自
然
環
境
が
よ
く

な
い
か
ら

交
通
機
関
が
不
便

だ
か
ら

日
常
生
活
が
不
便

だ
か
ら

住
み
な
れ
な
い
と

こ
ろ
だ
か
ら

整
っ

た
教
育
・
文

化
施
設
が
な
い
か

ら 地
域
住
民
と
の
連

帯
感
が
う
す
い
か

ら 友
達
が
い
な
い
か

ら わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

　 　 　ｎ (%)

今回調査    （42）

平成22年    （74）

平成17年（146）

7.1 21.4 11.9 4.8 4.8 7.1

2.4

4.8 35.7

16.2 21.6 13.5 16.2 2.7

2.7

8.1

2.7

14.9 1.4

15.8 23.3 17.1 9.6

2.1

4.8 8.2

0.7

11.6 6.8
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○居住地がきらいな理由（区別／居住年数別） 

 

 

 

 

 

自
然
環
境
が
よ
く

な
い
か
ら

交
通
機
関
が
不
便

だ
か
ら

日
常
生
活
が
不
便

だ
か
ら

住
み
な
れ
な
い
と

こ
ろ
だ
か
ら

整
っ

た
教
育
・
文

化
施
設
が
な
い
か

ら 地
域
住
民
と
の
連

帯
感
が
う
す
い
か

ら 友
達
が
い
な
い
か

ら わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

     ｎ (%)

居
住
年
数

区

7.1 21.4 11.9 4.8 4.8 7.1

2.4

4.8 35.7全 体（42）

22.2

14.3

50.0 

28.6 

16.7 

20.0 

50.0 

14.3 

20.0 

16.7 

40.0 

11.1 

20.0 

11.1

14.3

11.1 

16.7 

20.0 

14.3

25.0 

20.0 

44.4 

25.0 

14.3 

83.3 

40.0 

16.7 

20.0 

川崎区（9）

幸区（4）

中原区（7）

高津区（6）

宮前区（5）

多摩区（6）

麻生区（5）

25.0 

8.3 

12.5 

25.0 

25.0 

25.0 

25.0 

50.0 

25.0 

8.3 

25.0 

12.5 

50.0 

16.7 8.3

12.5

8.3 

12.5 

25.0 

12.5 25.0 

50.0 

25.0 

50.0 

75.0 

12.5 

50.0 

1 年未満（4）

1 ～3 年未満（12）

3 ～5 年未満（8）

5 ～10年未満（4）

10～15年未満（8）

15～20年未満（2）

20年以上（4）
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（4） 定住意向 

問２ あなたは、将来ずっと今のところに住んでいたいと思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 定住意向は、「どちらでもよい」が 45.3%と最も高く、次いで「移りたい」（24.1%）、「住

んでいたい」（18.8%）、「わからない」（10.4%）の順となっている。過去の調査と比較す

ると、「どちらでもよい」が増加傾向にある。 

 区別でみると、どの区も「どちらでもよい」の割合が最も高くなっているが、【川崎区】

では、「移りたい」よりも「住んでいたい」の割合が高くなっている一方、【高津区】や

【多摩区】、【麻生区】では、「住んでいたい」よりも「移りたい」の割合が高くなってい

る。 

 居住年数別にみると、年数が長くなるほど、「住んでいたい」の割合が高くなり、特に

【20 年以上】では 36.9%に達している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住
ん
で
い
た
い

ど
ち
ら
で
も
よ
い

移
り
た
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

　　　　 ｎ (%)

今回調査    （618）

平成22年（1,094）

平成17年（1,313）

18.8 45.3 24.1 10.4 1.5

17.7 41.5 26.4 12.1 2.3

16.1 37.7 32.2 13.5 0.5
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○定住意向（区別／居住年数別） 

 

 

 

 

 

 

住
ん
で
い
た
い

ど
ち
ら
で
も
よ
い

移
り
た
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

　    ｎ (%)

居
住
年
数

区

18.8 45.3 24.1 10.4 1.5全 体（618）

25.0 

26.3 

20.3 

7.7 

19.8 

15.6 

20.0 

47.4 

31.6 

49.2 

49.5 

50.0 

41.1 

40.0 

15.8

28.1

18.6

31.9

20.8

32.2

25.3

9.2 

12.3 

10.2 

11.0 

6.6 

10.0 

14.7 

2.6

1.8

1.7

2.8

1.1

川崎区（76）

幸区（57）

中原区（118）

高津区（91）

宮前区（106）

多摩区（90）

麻生区（75）

11.5

8.8

16.7

14.9

21.1

23.9

36.9

41.0 

42.2 

42.9 

49.3 

52.3 

44.3 

41.5 

28.2

40.2

27.4

19.4

18.8

21.6

10.8

16.7

5.9

11.9

16.4

7.8

6.8

10.8

2.6

2.9

1.2

3.4

1 年未満（78）

1 ～3 年未満（102）

3 ～5 年未満（84）

5 ～10年未満（67）

10～15年未満（128）

15～20年未満（88）

20年以上（65）
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２ 地域での活動 

（1） 地域活動への参加 

問３ あなたは現在、地域の活動に参加していますか。（○は１つだけ） 

 

 
 

 地域活動への参加は、「参加している」が 10.0%、「参加していない」が 89.5%となって

いる。平成 22 年度調査と比較しても、この割合はほぼ変わらない。 

 区別でみると、「参加している」割合は、【幸区】が 15.8%と最も高く、次いで【麻生

区】、【川崎区】、【多摩区】、【中原区】の順となっている。 

 居住年数別でみると、「参加している」割合は、【10～15 年未満】で唯一 20%を越えて

おり、21.1%と最も高かった。 

 性別でみると、男女間で特に大きな違いはみられなかった。 

就学・就労別でみると、【中学校】が 29.1%と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参
加
し
て
い
る

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

        ｎ (%)

今回調査    （618）

平成22年（1,094）

平成17年（1,313）

10.0 89.5 0.5

9.6 89.9 0.5

7.2 91.6 1.2
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○地域活動への参加（区別／居住年数別） 

 

 
 

 

 

参
加
し
て
い
る

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

　    ｎ (%)

居
住
年
数

区

11.8

15.8

10.2

3.3

8.5

11.1

13.3

86.8

84.2

89.8

96.7

90.6

87.8

86.7

1.3

0.9

1.1

川崎区（76）

幸区（57）

中原区（118）

高津区（91）

宮前区（106）

多摩区（90）

麻生区（75）

3.8

3.9

7.1

16.4

21.1

4.5

9.2

93.6

96.1

92.9

83.6

78.9

94.3

90.8

2.6

1.1

1 年未満（78）

1 ～3 年未満（102）

3 ～5 年未満（84）

5 ～10年未満（67）

10～15年未満（128）

15～20年未満（88）

20年以上（65）

10.0  89.5

0.5

全 体

（618）
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○地域活動への参加（性別／就学・就労別） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

参
加
し
て
い
る

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

　　　　　  　　　　  ｎ (%)

性
別

就
学
・
就
労

10.0  89.5

0.5

全 体（618）

9.6

10.9

90.0 

88.6

0.4

0.6

男性（240）

女性（359）

14.7

6.5

29.1

12.3

6.5

5.5

15.4

6.9

7.9 

84.9

93.0

70.9

87.7 

92.5

93.7

84.6

93.1

92.1 

0.4

0.6

0.9

0.8

学生・計（272）

社会人・計（356）

中学校（79）

高等学校（81）

大学（院）、専門学校、予備校等（107）

正社員（238）

派遣社員・契約社員（13）

アルバイト・パート（58）

無職（専業主婦含む）（38）
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（2） 参加している地域活動 

【問３で「参加している」と回答した方への質問】 

問３① その地域活動は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

  

※の項目は、平成 17 年度調査では「高齢者や障がい者などのための活動」 

 

 参加している地域活動は、「祭・運動会など地域のイベント」の割合が 59.7%と最も高

く、次いで「スポーツ活動（野球・サッカーなど）」（22.6%）、「文化・芸術活動（音楽・

ダンスなど）」（16.1%）の順となっている。平成 22 年度調査と比較すると、「祭・運動会

など地域のイベント」が 15.9 ポイント増加し、「スポーツ活動（野球・サッカーなど）」

は 7.9 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.7

22.6

16.1

12.9

11.3

9.7

6.5

1.6

4.8

43.8

30.5

15.2

7.6

5.7

4.8

7.6

2.9

2.9

37.2

31.9

9.6

4.3

11.7

8.5

5.3

3.2

10.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

祭・運動会など地域のイベント

スポーツ活動（野球・サッカーなど）

文化・芸術活動（音楽・ダンスなど）

高齢者や障がい者、子どもなどのための活動※

町内会、自治会などの係や役員活動

公園・道路の清掃、花や木を植えるなど

資源回収などのリサイクル運動

まちづくりに関する活動

その他

今回調査 ｎ=（62）

平成22年 ｎ=（105）

平成17年 ｎ=（94）
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（3） 地域活動に参加していない理由 

【問３で「参加していない」と回答した方への質問】 

問３② 地域活動に参加していない主な理由は何ですか。（○は１つだけ） 

 

 
 

※平成 17 年度調査は複数回答のため参考値とする 

 

 地域活動に参加していない理由は、「地域でどのような活動が行われているか知らない

から」の割合が 37.4%と最も高く、次いで「参加する時間的余裕がないから」（23.1%）、

「地域の活動には興味がないから」（14.5%）の順となっている。 

 区別でみると、どの区も「地域でどのような活動が行われているか知らないから」の

割合が 30%以上と高い結果となっている。 

 居住年数別にみると、ほとんどの年数で「地域でどのような活動が行われているか知

らないから」の割合が高いが、【５～10 年未満】に限っては「参加する時間的余裕がな

いから」の割合が最も高くなっている。 

地
域
で
ど
の
よ
う
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
か
知
ら
な
い
か
ら

一
緒
に
参
加
す
る
友

人
が
い
な
い
か
ら

参
加
方
法
が
わ
か
ら

な
い
か
ら

時
間
や
日
程
が
合
わ

な
い
か
ら

参
加
す
る
時
間
的
余

裕
が
な
い
か
ら

地
域
の
活
動
に
は
興

味
が
な
い
か
ら

地
域
の
活
動
が
さ
か

ん
で
は
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

　　　　　ｎ (%)

平成22年（984）

地域の活動には興味がないから

参加する時間的余裕がないから

時間や日程が合わないから

一緒に参加する友人がいないから

参加方法がわからないから

地域の活動がさかんではないから

その他

無回答

今回調査（553）

地域でどのような活動が行われているか

知らないから

37.4 4.9 4.3 10.7 23.1 14.5

0.4 1.6

3.1

44.1 

22.4 

29.9 

12.8 

9.0 

9.2 

6.2 

2.6 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

平成17年 ｎ=（1,203）

【参考】（複数回答）

38.4  4.7 2.4  9.9  17.6  18.7 

2.2  1.7 

4.4 
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○地域活動に参加していない理由（区別／居住年数別） 

 

 

 

 

 

地
域
で
ど
の
よ
う
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
か
知
ら
な
い
か
ら

一
緒
に
参
加
す
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友

人
が
い
な
い
か
ら

参
加
方
法
が
わ
か
ら

な
い
か
ら

時
間
や
日
程
が
合
わ

な
い
か
ら

参
加
す
る
時
間
的
余

裕
が
な
い
か
ら

地
域
の
活
動
に
は
興

味
が
な
い
か
ら

地
域
の
活
動
が
さ
か

ん
で
は
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

　    ｎ (%)

居
住
年
数

区

37.4 4.9 4.3 10.7 23.1 14.5

1.6

3.1

0.4

全 体（553）

37.9 

41.7 

39.6 

34.1 

39.6 

38.0 

32.3 

9.1

8.3

3.8

4.5

2.1

6.3

3.1

3.0 

4.2 

1.9 

8.0 

6.3 

3.8 

3.1 

13.6

13.2

6.8

9.4

11.4

16.9

19.7

25.0 

22.6

23.9

27.1

17.7

24.6

15.2

18.8

14.2

15.9

9.4

17.7

13.8

1.9

1.5

1.9

1.1

2.1

3.1

2.1

0.9

5.7

4.2

5.1

3.1

川崎区（66）

幸区（48）

中原区（106）

高津区（88）

宮前区（96）

多摩区（79）

麻生区（65）

56.2

43.9

37.2

14.3

30.7

31.3

47.5

2.7

4.1

5.1

8.9

5.9

2.4

6.8

4.1

2.0 

5.1

1.8

5.9

8.4

1.7

5.5

6.1

6.4

16.1

14.9

12.0 

15.3

15.1

18.4

20.5

32.1

28.7

26.5

18.6

11.0 

17.3 

20.5 

19.6 

9.9 

15.7 

8.5 

1.0 

1.2

4.1

2.0 

1.3

3.6

1.2

1.4

5.1

3.8

3.6

4.0 

1.2

1.7

1 年未満（73）

1 ～3 年未満（98）

3 ～5 年未満（78）

5 ～10年未満（56）

10～15年未満（101）

15～20年未満（83）

20年以上（59）
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３ ボランティア活動 

（1） ボランティア活動への参加 

問４ あなたは現在、ボランティア活動に参加していますか。また、参加したことがありま

すか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 ボランティア活動への参加は、「参加している（参加したことがある）」の割合が、19.7%、

「参加していない」が 80.1%と、前項(1)「地域活動への参加」に関する質問と同様に「参

加していない」割合が約 8割を占めている。また、経年で比較すると、「参加している（参

加したことがある）」割合が、毎回減少傾向にある。 

 区別でみると、【幸区】で「参加している（参加したことがある）」の割合が 26.3%と

最も高く、次いで、【宮前区】（25.5%）、【麻生区】（24.0%）の順となっており、【幸区】

と【麻生区】では、前述の地域活動への参加においても上位であった。 

 性別でみると、「参加している（参加したことがある）」割合は、男女ともに 2割前後

となっており、大きな差はみられない。 

 就学・就労別でみると、【学生・計】で「参加している（参加したことがある）」の割

合が 27.2%と高く、【社会人・計】では「参加している（参加したことがある）」割合は

13.8%となっている。 

 

 

 

 

 

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

　　 　    ｎ (%)

今回調査   （618）

平成22年（1,094）

平成17年（1,313）

参
加
し
て
い
る
（

参

加
し
た
こ
と
が
あ

る
）

19.7 80.1

0.2

26.5 72.6

0.9

31.0 67.8

1.2
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○ボランティア活動への参加（区別／居住年数別） 

 

 

 

 

参
加
し
て
い
る
（

参

加
し
た
こ
と
が
あ

る
）

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

　    ｎ (%)

区

居
住
年
数

19.7 80.1

0.2

全 体（618）

11.8

26.3

17.8

16.5

25.5

17.8

24.0 

86.8

73.7

82.2

83.5

74.5

82.2

76.0 

1.3

川崎区（76）

幸区（57）

中原区（118）

高津区（91）

宮前区（106）

多摩区（90）

麻生区（75）

10.3

12.7

20.2

25.4

21.1

26.1

24.6

88.5

87.3

79.8

74.6

78.9

73.9

75.4

1.3

1 年未満（78）

1 ～3 年未満（102）

3 ～5 年未満（84）

5 ～10年未満（67）

10～15年未満（128）

15～20年未満（88）

20年以上（65）
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○ボランティア活動への参加（性別／就学・就労別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参
加
し
て
い
る
（

参

加
し
た
こ
と
が
あ

る
）

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

　　　　　  　　　　  ｎ (%)

性
別

就
学
・
就
労

19.7  80.1

0.2

全 体（618）

18.8

20.6

80.8 

79.4

0.4

男性（240）

女性（359）

27.2

13.8

22.8

25.9

30.8

14.7

30.8

10.3

7.9 

72.8

86.0

77.2

74.1 

69.2

84.9

69.2

89.7

92.1 

0.3

0.4

学生・計（272）

社会人・計（356）

中学校（79）

高等学校（81）

大学（院）、専門学校、予備校等（107）

正社員（238）

派遣社員・契約社員（13）

アルバイト・パート（58）

無職（専業主婦含む）（38）
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（2） 参加しているボランティア活動 

【問４で「参加している（参加したことがある）」と回答した方への質問】 

問４① それはどのようなボランティア活動ですか。（○はいくつでも） 

 

 
 

 （注 1）の項目は、平成 22 年度調査から調査項目に加わったため、平成 17 年度調査は非調査 

 （注 2）の項目は、平成 22 年度調査、平成 17 年度調査では「行政やまちづくりに関する活動」 

 

 参加しているボランティア活動は、「清掃、緑化活動」の割合が 41.8%で最も高く、以

下、「子どもや青少年のための活動」と「学校や仕事に関する活動」がともに 24.6%、「ご

み、資源などのリサイクル活動」（23.0%）、「障がい者のための活動」（15.6%）、「高齢者

のための活動」（13.1%）、「国際交流に関する活動」（12.3%）の順となっている。平成 22

年度調査と比較すると、「学校や仕事に関する活動」が 9.4 ポイント、「子どもや青少年

のための活動」が 7.7 ポイント増加し、一方、「高齢者のための活動」が 10.0 ポイント、

「ごみ、資源などのリサイクル活動」が 3.9 ポイント減少している。   

 

 

41.8

24.6

24.6

23.0

15.6

13.1

12.3

5.7

4.1

6.6

0.0 

42.8

16.9

15.2

26.9

15.2

23.1 

8.3

2.4

2.1

5.2

0.7

42.8

20.4

29.2

20.9

27.5 

7.9

3.4

2.7

10.3

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

清掃、緑化活動

子どもや青少年のための活動（注1）

学校や仕事に関する活動

ごみ、資源などのリサイクル活動

障がい者のための活動

高齢者のための活動

国際交流に関する活動

まちづくりに関する活動（注2）

交通安全や防犯、防災活動

その他

無回答

今回調査 ｎ=（122）

平成22年 ｎ=（290）

平成17年 ｎ=（407）
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（3） ボランティア活動に参加していない理由 

【問４で「参加していない」と回答した方への質問】 

問４② ボランティア活動に参加していない主な理由は何ですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 ボランティア活動に参加していない理由は、「ボランティア活動に参加するきっかけが

ないから」の割合が 34.9%と最も高く、以下、「ボランティア活動に参加する時間がない

から」（33.3%）、「ボランティア活動には興味がないから」（18.0%）、「どうしたらボラン

ティア活動ができるかわからないから」（5.3%）の順となっている。平成 22 年度調査と

比較すると、「ボランティア活動に参加する時間がないから」が 6.5 ポイント増加してい

る。 

 区別でみると、【川崎区】、【中原区】、【宮前区】、【多摩区】では「ボランティア活動に

参加するきっかけがないから」の割合が最も高く、【麻生区】では「ボランティア活動に

参加する時間がないから」の割合が最も高くなっている。また、【幸区】では「ボランテ

ィア活動には興味がないから」の割合が 31.0%と、他の区と比べて高くなっている。 

 居住年数別でみると、【１年未満】と【15～20 年未満】以上では「ボランティア活動

に参加するきっかけがないから」の割合が最も高く、【１～３年未満】と【５～10 年未

満】【10～15 年未満】では「ボランティア活動に参加する時間がないから」の割合が最

も高くなっている。 
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に
は
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ら そ
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他

無
回
答

　　　　ｎ (%)

今回調査  （495）

平成22年（794）

平成17年（890）

34.9

3.2

5.3 33.3 18.0

1.4

3.8

37.8

2.8

5.8 26.8 21.2

1.4

4.3

35.2

1.9

5.8 27.1 21.8

2.2

6.0
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○ボランティア活動に参加していない理由（区別／居住年数別） 
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無
回
答

　    ｎ (%)

居
住
年
数

区

34.9 3.2 5.3 33.3 18.0 

1.4

3.8全 体（495）

34.8

23.8

40.2

28.9

40.5

41.9

28.1

7.6

1.0 

3.9

1.3

5.4

3.5

7.6 

7.1

2.1

7.9

5.1

4.1

5.3

31.8

31.0

37.1

28.9

35.4

27.0

36.8

15.2 

31.0 

16.5 

23.7 

8.9 

18.9 

19.3 

3.0 

2.6 

1.3 

3.5 

7.1

3.1

3.9

7.6

2.7

3.5

川崎区（66）

幸区（48）

中原区（106）

高津区（88）

宮前区（96）

多摩区（79）

麻生区（65）

43.5 

31.5 

31.3 

24.0 

36.6 

35.4 

44.9 

4.3 

4.5 

3.0 

4.0 

6.2 

4.3 

5.6 

6.0 

6.0 

5.0 

3.1 

8.2 

33.3

32.6

31.3

40.0

37.6

29.2

24.5

11.6

19.1

17.9

20.0

18.8

21.5

16.3

1.4 

3.0 

4.0 

1.5 

2.0 

1.4 

6.7 

7.5 

2.0 

2.0 

3.1 

4.1 

1 年未満（73）

1 ～3 年未満（98）

3 ～5 年未満（78）

5 ～10年未満（56）

10～15年未満（101）

15～20年未満（83）

20年以上（59）
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４ 学校・職場でのグループ活動 

（1） 部活動・団体活動への参加 

問５ あなたは現在、学校や職場で何らかの部活動やグループ・団体活動に参加しています

か。（○は１つだけ） 

 

 

 

部活動・団体活動への参加は、「参加している」（44.7%）、「参加していない」は（55.2%）

となっている。平成 22 年度調査と比較すると、「参加している」が 12.2 ポイント減少し、

「参加していない」が 12.7 ポイント増加している。 

性別でみると、「参加している」割合は、【男性】で 54.6%、【女性】で 38.4%と、【女性】

より【男性】のほうが 16.2 ポイント高くなっている。 

就学・就労別でみると、「参加している」割合は、【学生・計】で 73.5%、【社会人・計】

で 22.8%と、【学生】の参加割合のほうが高くなっており、なかでも、【中学校】では 94.9%

に達している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参
加
し
て
い
る

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

　　　　　ｎ (%)

今回調査   （618）

平成22年（1,094）

平成17年（1,313）

44.7 55.2

0.2

51.7

56.9

47.1

42.5

1.2

0.5
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○部活動・団体活動への参加（区別／就学・就労別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参
加
し
て
い
る

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

　　　　　  　　　　  ｎ (%)

性
別

就
学
・
就
労

44.7  55.2

0.2

全 体（618）

54.6

38.4

45.0 

61.6

0.4

男性（240）

女性（359）

73.5 

22.8 

94.9 

76.5 

57.0 

29.0 

15.5 

5.3 

26.5 

77.0 

5.1 

23.5 

43.0 

70.6 

100.0 

84.5 

94.7 

0.3

0.4

学生・計（272）

社会人・計（356）

中学校（79）

高等学校（81）

大学（院）、専門学校、予備校等（107）

正社員（238）

派遣社員・契約社員（13）

アルバイト・パート（58）

無職（専業主婦含む）（38）
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５ 日常生活 

（1） 自由な時間の有無 

問６ あなたは、平日、休日に自由な時間がありますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 自由な時間の有無は、「平日、休日ともに自由な時間がある」（50.2%）、「休日は自由な

時間があるが、平日はほとんどない」（30.6%）、「平日は自由な時間があるが、休日はほ

とんどない」（3.6%）となっており、『平日に自由な時間がある（計）』は 53.7%、『休日

に自由な時間がある（計）』は 80.7%となっている。なお、「平日、休日ともに自由な時

間はほとんどない」の割合は、15.4%となっている。 

 性別でみると、「平日、休日ともに自由な時間がある」割合は、【男性】で 53.8%、【女

性】で 47.6%と、【男性】のほうが【女性】よりも 6.2 ポイント高くなっている。 

 就学・就労別でみると、「平日、休日ともに自由な時間がある」割合は、【大学（院）、

専門学校、予備校等】（54.3%）、【アルバイト・パート】（60.3%）、【無職（専業主婦含む）】

（57.9%）で高くなっている。なお、【無職（専業主婦含む）】では、「平日、休日ともに

自由な時間はほとんどない」の割合も 28.9%と、他の属性と比べて高くなっている。ま

た、【正社員】では「休日は自由な時間があるが、平日はほとんどない」の割合が 45.4%

と、他の属性と比べて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
日
、

休
日
と
も
に

自
由
な
時
間
が
あ
る

平
日
は
自
由
な
時
間

が
あ
る
が
、

休
日
は

ほ
と
ん
ど
な
い

休
日
は
自
由
な
時
間

が
あ
る
が
、

平
日
は

ほ
と
ん
ど
な
い

平
日
、

休
日
と
も
に

自
由
な
時
間
は
ほ
と

ん
ど
な
い

無
回
答

　　　　　ｎ (%)

今回調査（618） 53.7 80.7

休
日
に
あ
る
（

計
）

平
日
に
あ
る
（

計
）

50.2 3.6 30.6 15.4

0.3
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○自由な時間の有無（性別／就学・就労別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
日
、

休
日
と
も
に
自

由
な
時
間
が
あ
る

平
日
は
自
由
な
時
間
が

あ
る
が
、

休
日
は
ほ
と

ん
ど
な
い

休
日
は
自
由
な
時
間
が

あ
る
が
、

平
日
は
ほ
と

ん
ど
な
い

平
日
、

休
日
と
も
に
自

由
な
時
間
は
ほ
と
ん
ど

な
い

無
回
答

平
日
に
あ
る
（

計
）

休
日
に
あ
る
（

計
）

　　　　　  　　　　  ｎ (%)

57.5 82.5

48.9 83.4

54.3 79.0

42.9 85.7

38.5 84.6

性
別

就
学
・
就
労

80.753.7

78.361.0

79.760.8

66.4 77.6

63.8 86.2

63.265.8

79.151.3

50.2  3.6 30.6 15.4

0.3

全 体（618）

53.8

47.6

3.8 

3.6

28.8

31.5

13.3

17.0

0.4

0.3

男性（240）

女性（359）

56.6 

45.8 

58.2 

54.3 

57.9 

40.3 

38.5 

60.3 

57.9 

4.4 

3.1 

2.5 

8.4 

2.5 

3.4 

7.9 

21.7

37.6

21.5

24.7

19.6

45.4

46.2

25.9

5.3 

17.3

12.9

17.7

21.0

14.0

10.9

15.4

10.3

28.9

0.6

0.8

学生・計（272）

社会人・計（356）

中学校（79）

高等学校（81）

大学（院）、専門学校、予備校等（107）

正社員（238）

派遣社員・契約社員（13）

アルバイト・パート（58）

無職（専業主婦含む）（38）
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（2） 自由な時間の過ごし方 

【問６で「自由な時間がある」と回答した方への質問】 

問７ あなたは自由な時間をどこで（Ａ）、誰と（Ｂ）、どのように（Ｃ）過ごすことが多い

ですか。また、そこに求めるもの（Ｄ）は何ですか。記入例を参考にして、①平日、②

休日それぞれ２つまで挙げ、それぞれ番号を記入してください） 

 

○自由な時間を過ごす場所（Ａ） 

 

 

 

 自由な時間を過ごす場所（平日）は、「自分の家」の割合が 77.7%で最も高く、以下、

「デパート、ショッピングセンター等」（15.4%）、「ファストフード、ファミリーレスト

ラン等」（13.6%）、「学校」（13.3%）の順となっている。 

 自由な時間を過ごす場所（休日）は、「自分の家」の割合が 60.1%で最も高く、以下、

「デパート、ショッピングセンター等」（39.9%）、「カラオケボックス、アミューズメン

ト施設」（14.2%）、「ファストフード、ファミリーレストラン等」（8.8%）の順となってい

る。 

【平日】 【休日】
n=332 n=499

自分の家 自分の家

 デパート、ショッピングセンター等  デパート、ショッピングセンター等

 ファストフード、ファミリーレストラン等  カラオケボックス、アミューズメント施設

学校  ファストフード、ファミリーレストラン等

 カラオケボックス、アミューズメント施設 友達の家

友達の家 スポーツクラブ・ジム

公園 公園

図書館、市民館 映画館

スポーツクラブ・ジム 学校

映画館 遊園地、テーマパーク

 ライブハウス、コンサート会場  ライブハウス、コンサート会場

こども文化センター 美術館、博物館

遊園地、テーマパーク 図書館、市民館

美術館、博物館 こども文化センター

子ども夢パーク 子ども夢パーク

 漫画喫茶、インターネットカフェ  漫画喫茶、インターネットカフェ

その他 その他

無回答 無回答

77.7

15.4

13.6

13.3

8.7

7.2

5.4

3.6

3.6

3.0

1.8

0.9

0.6

0.6

0.3

0.0

6.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80%

60.1

39.9

14.2

8.8

7.8

6.6

6.0

5.8

4.4

3.8

3.0

2.2

2.0

1.0

0.2

0.2

9.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80%
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○自由な時間を過ごす相手（Ｂ） 

 

 
 

 

自由な時間を過ごす相手（平日）は、「一人で過ごす」の割合が 57.5%で最も高く、以

下、「家族」（32.2%）、「学校の友達（クラス・クラブ・部活）」（30.7%）、「職場の友達（ア

ルバイト含む）」（7.5%）の順となっている。 

自由な時間を過ごす相手（休日）は、「一人で過ごす」の割合が 41.9%で最も高く、以

下、「家族」（40.7%）、「学校の友達（クラス・クラブ・部活）」（28.1%）、「恋人」（13.6%）

の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平日】 【休日】
n=332 n=499

一人で過ごす 一人で過ごす

家族 家族

恋人

近所の友達 近所の友達

ペット

塾・習い事の友達 ペット

その他 その他

無回答 無回答

学校の友達（クラス・

クラブ・部活）

職場の友達（アルバイト

含む）

サークル、スポーツ、

趣味の友達

メールやネットなどで

知り合った友達

学校の友達（クラス・

クラブ・部活）

恋人

サークル、スポーツ、

趣味の友達

職場の友達（アルバイト

含む）

メールやネットなどで

知り合った友達

メールやネットなどで

知り合った友達

57.5

32.2

30.7

7.5

7.2

6.6

5.4

3.3

1.5

0.3

2.1

1.2

0% 20% 40% 60%

41.9

40.7

28.1

13.6

9.0

7.8

6.8

1.2

1.2

0.6

2.8

1.0

0% 20% 40% 60%
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○自由な時間の過ごし方（Ｃ） 

 

 

自由な時間の過ごし方（平日）は、「テレビ、ＤＶＤ、漫画、雑誌などをみる」の割合

が 34.9%で最も高く、以下、「食事をしたり、おしゃべりをしたりする」（34.6%）、「特に

何もせず、ぶらぶらしたり、寝転がったりしている」（21.7%）、「パソコン・携帯電話（メ

ール・インターネットなど）を利用する」（15.1%）、「ゲームをする」（13.3%）の順とな

っている。 

自由な時間の過ごし方（休日）は、「食事をしたり、おしゃべりをしたりする」の割合

が 31.5%で最も高く、以下、「買い物をする」（30.9%）、「テレビ、ＤＶＤ、漫画、雑誌な

どをみる」（20.6%）、「特に何もせず、ぶらぶらしたり、寝転がったりしている」（20.0%）、

「サッカー、野球、テニスなどスポーツをしたり、体をきたえたりする」（11.6%）の順

となっている。 

【平日】 【休日】
n=332 n=499

テレビ、ＤＶＤ、漫画、雑誌などをみる 食事をしたり、おしゃべりをしたりする

食事をしたり、おしゃべりをしたりする 買い物をする

テレビ、ＤＶＤ、漫画、雑誌などをみる

ゲームをする

読書をしたり、音楽を聴いたりする スポーツ、映画、演劇などを観にいく

買い物をする ゲームをする

読書をしたり、音楽を聴いたりする

カラオケをする

スポーツ、映画、演劇などを観にいく カラオケをする

ピアノ、ギターなど楽器を演奏する 手芸、料理、工作、絵画などをする

手芸、料理、工作、絵画などをする ピアノ、ギターなど楽器を演奏する

地域の活動やイベントに参加する ボランティア活動に参加する

ボランティア活動に参加する 地域の活動やイベントに参加する

その他 その他

無回答 無回答

特に何もせず、ぶらぶらしたり、

寝転がったりしている

パソコン・携帯電話（メール・インター

ネットなど）を利用する

サッカー、野球、テニスなどスポーツを

したり、体をきたえたりす

特に何もせず、ぶらぶらしたり、

寝転がったりしている

サッカー、野球、テニスなどスポーツを

したり、体をきたえたりす

パソコン・携帯電話（メール・インター

ネットなど）を利用する

34.9

34.6

21.7

15.1

13.3

11.7

11.1

9.9

5.1

4.8

2.7

2.7

0.0

0.0

8.4

0.9

0% 10% 20% 30% 40%

31.5

30.9

20.6

20.0

11.6

10.6

9.8

9.4

8.6

8.0

3.2

2.6

0.6

0.2

10.8

1.4

0% 10% 20% 30% 40%
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○自由な時間に求めるもの（Ｄ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由な時間に求めるもの（平日）は、「リフレッシュ」の割合が 35.2%で最も高く、以

下、「やすらぎ」（31.6%）、「楽しさ」（28.6%）、「友達、仲間との時間」（19.0%）、「静かな

時間」（17.5%）の順となっている。 

自由な時間に求めるもの（休日）は、「リフレッシュ」の割合が 37.1%で最も高く、以

下、「楽しさ」（36.9%）、「やすらぎ」（30.7%）、「友達、仲間との時間」（18.0%）、「趣味の

ため」（12.6%）の順となっている。 

 

 

 

 

【平日】
n=332

35.2

31.6

28.6

19.0

17.5

13.0

10.5

9.0

5.7

2.4

0.9

0.9

0.6

0% 10% 20% 30% 40%

リフレッシュ

やすらぎ

楽しさ

友達、仲間との時間

静かな時間

暇つぶし

趣味のため

勉強、仕事のため

活動力、パワー

にぎやかさ

新たな友達、出会い

その他

無回答

【休日】
n=499

37.1

36.9

30.7

18.0

12.6

11.4

8.8

8.0

4.2

3.6

1.0

2.2

1.6

0% 10% 20% 30% 40%

リフレッシュ

楽しさ

やすらぎ

友達、仲間との時間

趣味のため

静かな時間

活動力、パワー

暇つぶし

勉強、仕事のため

にぎやかさ

新たな友達、出会い

その他

無回答
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６ ニュースへの関心 

（1） ニュースをみる頻度 

問８ あなたは、新聞やテレビ、パソコンやスマートフォン（アプリ含む）などでニュース

をみますか。（○は１つだけ） 

 

【参考】 

 

 ※平成 22 年度調査、平成 17 年度調査では、「大きな事件があった時にはみる」を聴取 

 

 ニュースをみる頻度は、「ほとんど毎日みている」の割合が 59.1%で最も高く、以下、

「時々みている」（33.2%）、「ほとんどみない」（6.3%）、「全くみない」（0.8%）の順とな

っている。 

 性別でみると、「ほとんど毎日みている」割合は、【男性】のほうが 62.1%と高くなっ

ている。 

 就学・就労別でみると、「ほとんど毎日みている」割合は、【正社員】【無職（専業主婦

含む）】で 7割前後と、他と比べて高くなっている。 

ほ
と
ん
ど
毎
日
み

て
い
る

時
々
み
て
い
る

ほ
と
ん
ど
み
な
い

全
く
み
な
い

無
回
答

　　　　　ｎ (%)

今回調査（618） 59.1 33.2 6.3
0.8

0.6

ほ
と
ん
ど
毎
日
か
か

さ
ず
み
て
い
る

時
々
み
て
い
る

大
き
な
事
件
が
あ
っ

た
時
に
は
み
る

ほ
と
ん
ど
み
な
い

全
く
み
な
い

無
回
答

　　　　　ｎ (%)

平成22年 （1,094）

平成17年　（935）

49.9 38.4 4.1 5.8

0.9

0.9

37.9 39.0 15.0 6.2

1.1

0.9
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○ニュースをみる頻度（性別／就学・就労別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほ
と
ん
ど
毎
日
み

て
い
る

時
々
み
て
い
る

ほ
と
ん
ど
み
な
い

全
く
み
な
い

無
回
答

　　　　　　　　　ｎ (%)

　　　　　　　       全　体 （618）

就
学
・
就
労

性
別

59.1 33.2 6.3
0.8

0.6

62.1 

57.1 

51.1 

65.7 

49.4 

48.1 

55.1 

67.6 

53.8 

58.6 

71.1 

31.7 

34.3 

37.9 

29.2 

35.4 

38.3 

39.3 

26.5 

38.5 

37.9 

28.9 

5.4

7.0

9.2

3.9

11.4

13.6

4.7

4.2

7.7

3.4

0.4

0.8

1.1

0.6

2.5

0.8

0.4

0.8

0.7

0.6

1.3

0.9

0.8

男性（240）

女性（359）

学生・計（272）

社会人・計（356）

中学校（79）

高等学校（81）

大学（院）､専門学校､予備校等（107）

正社員（238）

派遣社員・契約社員（13）

アルバイト・パート（58）

無職（専業主婦含む）（38）
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７ 携帯電話・パソコンなどの利用状況 

（1） インターネット接続機器の利用状況 

問９ あなたは、どのインターネット接続機器を利用していますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 インターネット接続機器の利用状況は、「スマートフォン」の割合が87.4%で最も高く、

以下、「パソコン」（63.9%）、「タブレット」（18.6%）、「ゲーム機」（15.7%）、「携帯電話（ガ

ラケー）」（8.1%）の順となっている。 

 性別でみると、【女性】は「スマートフォン」の割合が高く、【男性】は「パソコン」、

「タブレット」、「ゲーム機」の割合が高くなっている。 

 就学・就労別でみると、【中学校】、【派遣社員・契約社員】以外の属性では「スマート

フォン」の割合が高く、【中学校】は「タブレット」、「ゲーム機」の割合が、【派遣社員・

契約社員】は「パソコン」「携帯電話（ガラケー）」の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

87.4

63.9

18.6

15.7

8.1

0.3

0.2

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマートフォン

パソコン

タブレット

ゲーム機

携帯電話（ガラケー）

その他

以前は利用していたが、

現在は利用していない

利用していない

今回調査 （618）
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○インターネット接続機器の利用状況（性別／就学・就労別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■スマートフォン ■パソコン ■タブレット ■ゲーム機

n

全　体 (618)

男性 (240)

女性 (359)

学生・計 (272)

社会人・計 (356)

中学校 (79)

高等学校 (81)

大学（院）、専門学校、予備校等 (107)

正社員 (238)

派遣社員・契約社員 (13)

アルバイト・パート (58)

無職（専業主婦含む） (38)

■携帯電話（ガラケー） ■その他 ■利用していない

n

全　体 (618)

男性 (240)

女性 (359)

学生・計 (272)

社会人・計 (356)

中学校 (79)

高等学校 (81)

大学（院）、専門学校、予備校等 (107)

正社員 (238)

派遣社員・契約社員 (13)

アルバイト・パート (58)

無職（専業主婦含む） (38)

■以前は利用していたが､現

在は利用していない

性
別

就
学
・
就
労

性
別

就
学
・
就
労

87.4

82.9

90.5

81.6

91.9

58.2

88.9

94.4

92.9

76.9

93.1

89.5

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

63.9

69.6

59.6
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（2） パソコン・携帯電話などの利用目的 

【問９で「インターネット接続機器を利用している」と回答した方への質問】 

問９① あなたは、パソコン・携帯電話などをどのようなことに利用していますか。 

（○はいくつでも） 

 
（注 1）の項目は、平成 22 年度調査、平成 17 年度調査では「チャットをする」 

（注 2）の項目は、今回調査から調査項目に加わったため、平成 22 年度調査、平成 17 年度調査は非調査 

（注 3）の項目は、平成 22 年度調査、平成 17 年度調査では「テレビ、DVD の鑑賞」 

（注 4）の項目は、平成 22 年度調査では「ホームページの作成、書き込み」、平成 17 年度調査では 

   「ホームページの作成」 

※平成 22 年度調査、平成 17 年度調査では「携帯電話など」は含まず「パソコン」の利用目的に限定している 

 

 パソコン・携帯電話の利用目的は、「インターネットでの情報収集」の割合が 89.9%で

最も高く、以下、「メールをする」（73.4%）、「ＳＮＳやチャットをする」（71.0%）、「電話

をする」（69.3%）、「ＤＶＤや動画、音楽の鑑賞」（62.3%）の順となっている。平成 22 年

度調査と比較すると、「ＳＮＳやチャットをする」が 62.2 ポイント、「メールをする」が

58.1 ポイント、「ＤＶＤや動画、音楽の鑑賞」が 37.8 ポイント、「ゲームをする」が 35.2

ポイント増加している。 

 

 

インターネットでの情報収集

メールをする

SNSやチャットをする（注1）

電話をする（注2）

DVDや動画、音楽の鑑賞（注3）

ゲームをする

スケジュール管理やメモ（注2）

ネットショッピング、オークション

学校の宿題、仕事

映像、画像、音楽の編集

その他

無回答

ホームページ、ブログなど

の作成、書き込み（注4）
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17.7
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21.6
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0.4
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今回調査 （n=613）

平成22年（n=1,005)

平成17年（n=1,127)



第 2 部 調査結果の詳細 

56 
 

（3） 携帯電話での１日あたりの通話時間 

【問９で「インターネット接続機器を利用している」と回答した方への質問】 

問９② あなたは１日に何時間くらい携帯電話（スマートフォンを含む）で話しますか。

（○は１つだけ） 

 

 

 

【参考】 

 

 

 ※平成 22 年度調査は、全員に聴取しているため参考値とする 

 

 １日の携帯電話での通話時間は、「０分～30 分」の割合が 68.5%で最も高く、以下、「１

～２時間」（12.2%）、「２～４時間」（9.3%）、「４時間以上」（5.4%）の順となっている。 

 性別でみると、性差による大きな差は特にみられない。 

 就学・就労別でみると、【中学校】、【高等学校】で通話時間が長い傾向にある。 
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○携帯電話での１日あたりの通話時間（性別／就学・就労別） 
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0.8
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12.0

0.8

0.7

0.3

1.3

0.9

2.6

男性（236）

女性（358）

学生・計（268）

社会人・計（355）

中学校（75）

高等学校（81）

大学（院）､専門学校､予備校等（107）

正社員（237）

派遣社員・契約社員（13）

アルバイト・パート（58）

無職（専業主婦含む）（38）
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（4） １日あたりのメール送信回数 

【問９で「インターネット接続機器を利用している」と回答した方への質問】 

問９③ あなたは１日に何回くらいメールを送りますか。（○は１つだけ） 

 

 
【参考】

 

 ※平成 22 年度調査は、携帯電話の所有者に聴取しているため参考値とする 

 

 １日のメールの送信回数は、「５回以下」の割合が 56.3%で最も高く、以下、「11～15

回」（11.4%）、「６～10 回」（8.6%）、「21～30 回」（5.5%）の順となっている。なお、「メ

ールをしない」の割合は 11.9%となっている。 

 性別でみると、「５回以下」の割合は、【男性】が 59.7%、【女性】が 54.5%と、【女性】

のほうが 5.2 ポイント低くなっており、送信回数が多い傾向がみられる。 

 就学・就労別でみると、すべての属性で「５回以下」の割合が最も高くなっている。

また、【高等学校】では、「メールをしない」の割合が 32.1%と、他の属性よりも高くな

っている。 

 参考値ではあるが、平成 22 年度調査と比較するとメール送信回数が減少し、「メール

をしない」割合が増加している。 
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○１日のメールの送信回数（性別／就学・就労別） 
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女性（358）
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アルバイト・パート（58）

無職（専業主婦含む）（38）
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（5） １日あたりのＳＮＳ利用時間 

【問９で「インターネット接続機器を利用している」と回答した方への質問】 

問９④ あなたは１日に何時間くらい SNS（LINE、Facebook、Twitter など）を利用しま

すか。平日・休日それぞれ１つずつお答えください。 

 

 

 １日あたりのＳＮＳ利用時間（平日）は、「０～１時間」の割合が 44.5%で最も高く、

以下、「１～３時間」（25.9%）、「３～５時間」（15.2%）、「５～８時間」（3.9%）の順とな

っている。 

 １日あたりのＳＮＳ利用時間（休日）は、「０～１時間」の割合が 39.6%で最も高く、

以下、「１～３時間」（22.3%）、「３～５時間」（18.3%）、「５～８時間」（7.2%）の順とな

っている。なお、「ＳＮＳを全く利用していない」割合は、8.6%となっている。 

 １日あたりのＳＮＳ利用時間（平日）について性別でみると、【男性】の場合「０～１

時間」の割合が 54.7%と半数以上を占めており、【男性】に比べて【女性】のほうが利用

時間は長い傾向にある。 

 １日あたりのＳＮＳ利用時間（平日）について就学・就労別でみると、【高等学校】で

は「１～３時間」の割合が 37.0%と、他の属性と比べて高くなっている。また、【大学（院）、

専門学校、予備校等】では総じて利用時間が長い傾向がみられる。なお、【中学校】では

「ＳＮＳを全く利用していない」割合が 40.0%と最も高い。 

 １日あたりのＳＮＳ利用時間（休日）について性別でみると、【男性】の場合「０～１

時間」の割合が 49.6%と約半数を占めており、【男性】に比べて【女性】のほうが利用時

間は長い傾向にある。 

 １日あたりのＳＮＳ利用時間（休日）について就学・就労別でみると、【大学（院）、

専門学校、予備校等】では総じて利用時間が長い傾向にある。 

 また、【平日】と【休日】の利用時間を比較すると、全体的に【休日】のほうが利用時

間が長い傾向にある。 
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○平日における１日あたりのＳＮＳ利用時間（性別／就学・就労別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0
～

1
時
間

1
～

3
時
間

3
～

5
時
間

5
～

8
時
間

8
時
間
以
上

S
N
S
を
全
く
利

用
し
て
い
な
い

無
回
答

　　　　　　　　　ｎ (%)

　　　　　　　       全　体 （613）

性
別

就
学
・
就
労

44.5 25.9 15.2 3.9 1.5 8.6

0.3

54.7 

37.2 

35.4 

51.0 

29.3 

42.0 

34.6 

56.1 

38.5 

39.7 

47.4 

19.5 

31.0 

29.1 

23.4 

18.7 

37.0 

29.0 

23.2 

30.8 

22.4 

21.1 

11.9

17.0

14.6

15.8

10.7

8.6

22.4

13.9

15.4

22.4

13.2

2.5

5.0

5.2

3.4

1.3

4.9

8.4

2.1

10.3

2.6

0.8

2.0

1.1

2.0

2.8

1.3

3.4

5.3

10.6

7.5

14.2

4.2

40.0

6.2

2.8

3.0

15.4

1.7

10.5

0.3

0.4

0.3

1.2

0.4

男性（236）

女性（358）

学生・計（268）

社会人・計（355）

中学校（75）

高等学校（81）

大学（院）､専門学校､予備校等（107）

正社員（237）

派遣社員・契約社員（13）

アルバイト・パート（58）

無職（専業主婦含む）（38）



第 2 部 調査結果の詳細 

62 
 

○休日における１日あたりのＳＮＳ利用時間（性別／就学・就労別） 
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（6） インターネット利用によるトラブル被害経験の有無、内容 

【問９で「インターネット接続機器を利用している」「以前は利用していたが、現在は利用

していない」と回答した方への質問】 

問９⑤ あなたは、インターネットを利用して、次のようなトラブルにあったことがありま

すか。（○はいくつでも） 

 
（注 1）の項目は、平成 22 年度調査では「掲示板、プロフやメールなどで中傷やいやがらせを受けた」 

（注 2）の項目は、今回調査から調査項目に加わったため、平成 22 年度調査は非調査 

 

 インターネット利用によるトラブル被害経験の有無は、「被害にあったことはない」が

44.5%となっている。被害の中では、「迷惑メール（チェーンメールなど）が頻繁に送ら

れてきた」の割合が 44.3%で最も高く、以下、「身におぼえのない料金を請求された」

（13.5%）、「知らないうちに会員登録や契約をしてしまった」（6.4%）、「コンピュータウ

イルスに感染した」（4.9%）、「LINE や Twitter、Facebook、メールなどで、中傷やいやが

らせを受けた」（4.2%）の順となっている。平成 22 年度調査と比較すると、「被害にあっ

たことはない」が 9.7 ポイント減少し、「迷惑メール（チェーンメールなど）が頻繁に送

られてきた」が 13.4 ポイント増加している。 

 性別でみると、「迷惑メール（チェーンメールなど）が頻繁に送られてきた」の割合が

【男性】よりも【女性】で 7.1 ポイント高くなっている。 

 就学・就労別では、「被害にあったことはない」の割合が【中学校】で 82.7%と高くな

っている。また、「迷惑メール（チェーンメールなど）が頻繁に送られてきた」の割合が

【無職（専業主婦含む）】で 71.1%と高くなっている。 

 迷惑メール（チェーンメールなど）が頻繁に送られてきた

身におぼえのない料金を請求された

知らないうちに会員登録や契約をしてしまった

コンピュータウイルスに感染した

その他

被害にあったことはない

無回答

LINEやTwitter、Facebook、メールなどで、

中傷やいやがらせを受けた（注1）

オンラインゲームで被害にあった（アイテムが

なくなる、ゲームができなくなる）

名前や住所、メールアドレスなどの個人

情報や写真を勝手に使用された

インターネットショッピングなどで詐欺にあった

（商品が届かない、不良品が届く）

つきまとい、いやがらせなど、現実の

犯罪やトラブルに巻き込まれた（注2）

44.3

13.5

6.4

4.9

4.2

1.6

1.3

1.1

0.7

1.0

44.5

1.6

30.9

14.5

10.2

6.6

4.5

0.8

1.2

1.0

0.3

54.2

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今回調査（n=614）

平成22年（n=1,094）
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○インターネット利用によるトラブル被害経験の有無、内容（性別／就学・就労別） 

 

 

 

 

 

■迷惑メール（チェーン ■身におぼえのない ■知らないうちに会員 ■コンピュータウイ

 メールなど）が頻繁に  料金を請求された  登録や契約をしてし  ルスに感染した

 送られてきた  まった

n

全　体 (614)

男性 (237)

女性 (358)

学生・計 (268)

社会人・計 (356)

中学校 (75)

高等学校 (81)

大学（院）、専門学校、予備校等 (107)

正社員 (238)

派遣社員・契約社員 (13)

アルバイト・パート (58)

無職（専業主婦含む） (38)

■LINEやTwitter、Facebo- ■オンラインゲームで被害に ■名前や住所、メールアドレ ■インターネットショ ッピング

　ok、メールなどで、中傷や 　あった（アイテムがなくなる、  スなどの個人情報や写真を 　などで詐欺にあった（商品が

　いやがらせを受けた 　ゲームができなくなる）  勝手に使用された 　届かない、不良品が届く）

n

全　体 (614)

男性 (237)

女性 (358)

学生・計 (268)

社会人・計 (356)

中学校 (75)

高等学校 (81)

大学（院）、専門学校、予備校等 (107)

正社員 (238)

派遣社員・契約社員 (13)

アルバイト・パート (58)

無職（専業主婦含む） (38)

■つきまとい、いやがらせ ■その他 ■被害にあったこと ■無回答

　など現実の犯罪やトラブ 　はない

　ルに巻き込まれた

n

全　体 (614)

男性 (237)

女性 (358)

学生・計 (268)

社会人・計 (356)

中学校 (75)

高等学校 (81)

大学（院）、専門学校、予備校等 (107)

正社員 (238)

派遣社員・契約社員 (13)

アルバイト・パート (58)

無職（専業主婦含む） (38)

性
別

就
学
・
就
労

性
別

就
学
・
就
労

性
別

就
学
・
就
労

44.3

40.1

47.2

31.0

53.9

14.7

33.3

41.1

51.3

46.2

51.7

71.1

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

13.5

13.1

13.7

7.8

17.7

0.0

8.6

13.1

16.4

0.0

22.4

26.3

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

6.4

7.2

6.1

4.9

7.6

1.3

4.9

7.5

5.9

0.0

13.8

10.5

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

4.9

6.3

3.9

1.9

7.3

0.0

1.2

3.7

7.6

15.4

5.2

5.3

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

4.2

3.8

4.7

5.2

3.4

1.3

12.3

2.8

2.9

0.0

1.7

7.9

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1.6

3.8

0.3

1.1

2.0

0.0

1.2

1.9

1.7

15.4

1.7

0.0

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1.3

1.7

1.1

0.7

1.7

1.3

1.2

0.0

2.5

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1.1

0.4

1.7

0.7

1.4

0.0

1.2

0.9

0.4

7.7

3.4

2.6

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1.0

0.0

1.4

0.4

1.4

0.0

1.2

0.0

1.3

0.0

3.4

0.0

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

44.5

45.6

43.3

57.5

34.8

82.7

51.9

43.0

38.2

30.8

31.0

23.7

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1.6

2.1

1.4

2.2

1.1

1.3

3.7

1.9

1.7

0.0

0.0

0.0

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

0.7

0.8

0.6

0.4

0.8

0.0

0.0

0.9

0.8

7.7

0.0

0.0

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12
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（7） インターネット利用によるトラブル被害時の相談相手 

【問９⑤で「インターネット利用によるトラブル被害にあった」と回答した方への質問】 

問９⑥ あなたは、トラブルにあった時、誰に相談しましたか。（○はいくつでも） 

 

 
 

 インターネット利用によるトラブル被害時の相談相手については、「誰にも相談してい

ない」の割合が 51.1%となっている。相談相手の中では、「家族」の割合が 31.7%で最も

高く、以下、「友人や先輩・後輩」（24.2%）、「ネットの掲示板などで」（3.0%）、「先生や

職場の上司」（2.4%）の順となっている。平成 22 年度調査と比較すると、「誰にも相談し

ていない」が 10.7 ポイント増加している。 

 性別でみると、【女性】では相談相手として「家族」の割合が 35.4%と、【男性】に比

べて 8.8 ポイント高くなっている。 

 就学・就労別では、【社会人・計】において「誰にも相談していない」の割合が 53.9%

と、【学生・計】に比べて 9.5 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

31.7

24.2

3.0

2.4

1.2

1.2

51.1

2.1

0.9

36.6

28.2

5.1

1.7

4.4

3.2

40.4

1.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80%

家族

友人や先輩・後輩

ネットの掲示板などで

先生や職場の上司

公的な相談窓口

警察

誰にも相談していない

その他

無回答

今回調査（n=331）

平成22年（n=758）
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○インターネット利用によるトラブル被害時の相談相手（性別／就学・就労別） 

 

 

 

 

 

■家族 ■友人や先輩・後輩 ■ネットの掲示板などで ■先生や職場の上司

n

全　体 (331)

男性 (124)

女性 (198)

学生・計 (108)

社会人・計 (228)

中学校 (12)

高等学校 (36)

大学（院）、専門学校、予備校等 (59)

正社員 (143)

派遣社員・契約社員 (9)

アルバイト・パート (40)

無職（専業主婦含む） (29)

■公的な相談窓口 ■警察 ■その他 ■誰にも相談して

　いない

n

全　体 (331)

男性 (124)

女性 (198)

学生・計 (108)

社会人・計 (228)

中学校 (12)

高等学校 (36)

大学（院）、専門学校、予備校等 (59)

正社員 (143)

派遣社員・契約社員 (9)

アルバイト・パート (40)

無職（専業主婦含む） (29)

■無回答

n

全　体 (331)

男性 (124)

女性 (198)

学生・計 (108)

社会人・計 (228)

中学校 (12)

高等学校 (36)

大学（院）、専門学校、予備校等 (59)

正社員 (143)

派遣社員・契約社員 (9)

アルバイト・パート (40)

無職（専業主婦含む） (29)

就
学
・
就
労

性
別

就
学
・
就
労

性
別

就
学
・
就
労

性
別

31.7

26.6

35.4

39.8

28.1

50.0

50.0

32.2

28.0

44.4

27.5

24.1

0% 50% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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12

13

24.2

23.4

24.2

22.2

25.0

33.3

22.2

20.3

27.3
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20.0

13.8
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9
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0.0

3.1

0.0

0.0
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0.0
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（8） コミュニティサイトへのアクセス経験 

【問９で「インターネット接続機器を利用している」「以前は利用していたが、現在は利用し

ていない」と回答した方への質問】 

問９⑦ あなたは、「コミュニティサイト」にアクセスしたことがありますか。（○は１つだけ）

 

 

 
 

 コミュニティサイトへのアクセス経験は、「アクセスし、利用したことがある」の割合

が 29.5%で最も高くなっており、「アクセスしたことがあるが、利用したことはない」

（16.0%）を合わせた『アクセス経験あり（計）』の割合は 45.5%となっている。 

 性別でみると、「アクセスし、利用したことがある」の割合は、男女とも３割前後とな

っている。 

 就学・就労別でみると、「アクセスし、利用したことがある」の割合は、【学生】より

も【社会人】のほうが高く、なかでも【無職（専業主婦含む）】では 52.6%、【アルバイ

ト・パート】では 41.4%と、他の属性に比べて高くなっている。一方、【中学校】では「知

らない、わからない」の割合が 62.7%と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
セ
ス
し
、

利

用
し
た
こ
と
が
あ

る ア
ク
セ
ス
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、

利

用
し
た
こ
と
は
な

い ア
ク
セ
ス
し
た
こ

と
は
な
い

知
ら
な
い
、

わ
か

ら
な
い

無
回
答

(%)
　　　　　 ｎ

今回調査（614）

アクセス経験あり（計）

29.5 16.0 25.9 27.2

1.5
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○コミュニティサイトへのアクセス経験（性別／就学・就労別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア
ク
セ
ス
し
、

利

用
し
た
こ
と
が
あ

る ア
ク
セ
ス
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、

利
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し
た
こ
と
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い ア
ク
セ
ス
し
た
こ

と
は
な
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ら
な
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、
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ら
な
い

無
回
答

　　　　　　　　　ｎ (%)

　　　　　　　       全　体 （614）

性
別

就
学
・
就
労

アクセス経験あり（計）

29.5 16.0 25.9 27.2

1.5

27.0 

31.8 

20.1 

36.5 

6.7 

18.5 

30.8 

33.2 

38.5 

41.4 

52.6 

16.5 

15.1 

11.9 

19.4 

8.0 

9.9 

15.9 

19.3 

23.1 

22.4 

13.2 

25.3

25.4

26.1

24.7

22.7

27.2

27.1

26.5

23.1

19.0

23.7

30.0

26.0

40.7

17.7

62.7

43.2

24.3

20.2

7.7

15.5

5.3

1.3

1.7

1.1

1.7

1.2

1.9

0.8

7.7

1.7

5.3

男性（237）

女性（358）

学生・計（268）

社会人・計（356）

中学校（75）

高等学校（81）

大学（院）､専門学校､予備校等（107）

正社員（238）

派遣社員・契約社員（13）

アルバイト・パート（58）

無職（専業主婦含む）（38）
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（9） フィルタリングソフトの認知状況 

問 10 あなたは、パソコン・携帯電話などの「フィルタリングソフト」を知っていますか。

（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 フィルタリングソフト認知状況は、「知っている」（74.3%）、「知らなかった」（25.4%）

となっている。平成 22 年度調査と比較すると、「知っている」が 5.0 ポイント増加して

おり、認知度は高くなってきているといえる。 

 性別でみると、「知っている」割合は、【男性】が 79.2%と【女性】より 8.7 ポイント

高くなっている。 

 就学・就労別でみると、【大学（院）、専門学校、予備校等】で「知っている」割合が

86.0%となっており、他の属性に比べて認知度が高くなっている。 
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無
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　　　　　ｎ (%)

今回調査 （618）

平成17年 （1,313）

平成22年 （1,094）

74.3 25.4

0.3

69.3 

35.6 

29.6 

63.4 

1.1

1.0
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○フィルタリングソフトの認知状況（性別／就学・就労別） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

知
っ

て
い
る

知
ら
な
か
っ

た

無
回
答

　　　　　　　　　ｎ (%)

　　　　　　　       全　体 （618）

性
別

就
学
・
就
労

74.3 25.4

0.3

79.2 

70.5 

75.0 

74.4 

55.7 

80.2 

86.0 

75.2 

84.6 

70.7 

73.7 

20.4 

29.2 

24.3 

25.6 

43.0 

19.8 

13.1 

24.8 

15.4 

29.3 

26.3 

0.4

0.3

0.7

1.3

0.9

男性（240）

女性（359）

学生・計（272）

社会人・計（356）

中学校（79）

高等学校（81）

大学（院）､専門学校､予備校等（107）

正社員（238）

派遣社員・契約社員（13）

アルバイト・パート（58）

無職（専業主婦含む）（38）
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（10）フィルタリングソフトの利用状況 

【問 10 で「知っている」と回答した方への質問】 

問 10① あなたの「フィルタリングソフト」の利用について記入してください。 

（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 フィルタリングソフトの利用状況は、「利用していない」の割合が 53.4%で最も高く、

以下、「現在、利用している」（23.3%）、「前に利用していたが、今は利用していない」（13.3%）、

「利用しているかはわからない」（9.6%）の順となっている。なお、平成 22 年度調査と

比較しても、特に大きな差異はみられない。前項(9)フィルタリングソフトの認知状況に

おいては、認知度は 70%以上であるのに、利用状況は低くなっている。 

 性別でみると、「現在、利用している」割合は、【女性】のほうが 26.1%と若干高くな

っている。 

 就学・就労別でみると、「現在、利用している」割合は、【中学校】（52.3%）と【高等

学校】（49.2%）で高くなっている。 
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　　　　　ｎ (%)

今回調査（459）

平成22年（758）

23.3 53.4 13.3 9.6

0.4

24.5 56.2 8.3 10.8

0.1
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○フィルタリングソフトの利用状況（性別／就学・就労別） 
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　　　　　　　　　ｎ (%)

　　　　　　　       全　体 （459）
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別

就
学
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23.3 53.4 13.3 9.6
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男性（190）

女性（253）

学生・計（204）

社会人・計（265）

中学校（44）

高等学校（65）

大学（院）､専門学校､予備校等（92）

正社員（179）

派遣社員・契約社員（11）

アルバイト・パート（41）

無職（専業主婦含む）（28）
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（11）フィルタリングソフトの認知経路 

【問 10 で「知っている」と回答した方への質問】 

問 10② あなたは、「フィルタリングソフト」の存在をどこで知りましたか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 フィルタリングソフトの認知経路は、「新聞、雑誌、テレビ、インターネットなど」の

割合が 40.7%で最も高く、以下、「パソコン、携帯電話会社など」（36.6%）、「両親、家族

から教えてもらった」（25.1%）、「学校の先生から教えてもらった」（14.4%）、「友人・知

人から教えてもらった」（5.7%）の順となっている。平成 22 年度調査と比較すると、「パ

ソコン、携帯電話会社など」が 9.8 ポイント増加し、「新聞、雑誌、テレビ、インターネ

ットなど」が 5.6 ポイント減少している。 

 

※の項目は、平成22年度調査から調査項目に加わったため、平成17年度調査は非調査
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学校の先生から教えてもらった

友人・知人から教えてもらった※

その他

無回答

今回調査（n=459）

平成22年（n=758）

平成17年（n=468）
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